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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　事象関連電位（P300）は，認知機能を反映する内因

性電位で，痴呆の神経生理学的評価法のユつとされて

いる．P300に影響を及ぼす因子の一つとして年齢が挙

げられ，P300の頂点潜時や振幅の加齢変化に関する知

見が集積されているが，P300の甲皮上分布の加齢変化

については未だ十分遅は検討されていない．本研究で

は，健常老群における，P300の頂点潜時，振幅，なら

びに甲皮上分布の加齢変化を，等電位分布図（topo－

graphic　mapping，以下TM）を用いて検討を行った．

　対象および方法

　対象は，簡易知的機能検査スコアが正常範囲内の健

常成人51名（年齢20～83歳，男31名，女20名）で，全

例右利きである．P300の記録には聴覚刺激によるodd・

ball課題を用いた．ヘッドホーンから両耳同時に提示

頻度0．6／秒で，2，000Hzの低頻度刺激音を20％，1，000

Hzの高頻度刺激音を80％として，両前をラγダムな

順序で呈示し，低頻度刺激音のみを暗算させる計数

（C）課題と，低頻度刺激音に対して出来るだけ速やか

にボタンスイッチを押すボタン押し（B）課題とを実施

した．記録電極は国際10～20法の15部位に，また基準

電極は相互に連結した両耳朶に置いた．得られた誘発

電位の頂点潜時を計測し，頂点潜時250～500msec間

の最大陽性電位をP300とした．さらに正中中心部

（Cz）のP300の頂点潜時における各記録部位での

P300振幅を，刺激前70msecから刺激時までの振幅の

平均値を基準にして計測し，TMを描出した．

　結果

　1）P300の頂点潜時と年齢は，　C課題では正中前頭

部（Fz）で，　B課題ではFz，　Cz，正中頭頂部（Pz）

で有意な正の相関を示した．

　2）P300の振幅と年齢は，　C課題ではCz．とPz，　B課

題ではFz，　Cz，　Pzでそれぞれ有意な負の相関を示し

た．両課題ともに，P300の振幅は，　Fzに比しPzで有

意に大であった．

　3）両課題でCz～Fzの間のみで，　P300の振幅差と

年齢の間に有意な負の相関が認められ，加齢に伴い両

部位間の振幅差が減少した．

　4）P300のTMはCz・Pzを中心に記録されたが，左

右差や加齢変化は認められなかった，

　考案

　知能検査により厳密に選定された健常老において

は，加齢変化はP300の頂点潜時と振幅にみられたが，

TM上，　P300の中心は加齢変化を示さなかった．これ

は，振幅の記録部位間での差異と年齢の間の有意な相

関が一部に限られたため，TM上に変化がみられな

かったものと考えられた．

　結語

　知能検査により厳密に選定された健常者において，

加齢とともにP300の頂点潜時，振幅はそれぞれ有意に

延長，低下したが，TM上のP300の中心は有意な加齢

変化を示さなかった．従って，P300のTMは，年齢を

考慮せずに臨床応用することができると考えられる．

一784一



151

論　文　審　査　の　要　旨

　事象関連電位（P300）は，認知機能を反映する内因性電位で，最：近ではその頭皮上分布についても注目され

つつある．P300の頂点潜時や振幅の加齢変化についての報告はみられているが，その頭皮上分布の年齢による

差異についての報告は少ない．

　本論文は，健常者群を対象とし，odd　ball課題を用いた計数課題とボタン押し課題とによりP300の頂点潜

時，振幅，ならびに頭皮上分布を等電位分布図を用いて記録特にそれらの加齢による変化を検討し，P300の

頂点潜時と年齢には有意の正の相関が，振幅と年齢には有意の負の相関があること，さらに，P300の頭皮上分

布図には左右差は無く，また，その中心は加齢によっても移勤することがないことをそれぞれ確認し，P300の

頭皮上分布図は年齢を顧慮すること無く臨床応用し得ることを明らかにしたもので，学術上価値ある論文であ

る．
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